
ご ― 学  お め  で 」つ

千 茂 23年 度

(千嵐 23年 4

海 義 市 立

月 8口  14時 より)

ネ 海 議 中 学 校

枝 歌

由にあい黒沢の

事に浮かんだ街い雲 一

押げば録の出立みに

オ笙の朝の陽は映えて、

今 日を明るく生 きてゆ く

ぼくら、わたしら、はつらつと、

紫ある最枝、おお、東海歯中学校。

1ヒ に流れる音志川:の

岸辺に咲いた台い花 ―

臨めば帝いせせらぎに

真理の象をたずねつつ、

工 しい道を蓬みゆ (

ぼ くら、わたしら、た くましく、

幕 く母枝、 おお、未浄歯中学校。

ここに集える青春の

夢をは ぐくな台い窓 一

嗜べばなつか し掟二の

忠の幸 をたたえつつ、

明日の学を標いゆ (

ば 《|ら 、わた しら、健やかに、

伸びゆく母枝、おお、来浄議ヤ学枝 .
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式 次 第

新入生入場

闘式賞ホ

国歌・薇歌井嘔

新入生え名発表

枝長式洋

未宥机件

新入生代表挨″

在枝生薇itの挨拶

載員紹介

開式宣ホ

新入生4場


